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(54)【発明の名称】 ランプ駆動装置およびこれを有する液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】液晶表示装置用ランプの寿命低下を防止する。
【解決手段】ＤＣ／ＤＣコンバータ１０及びＤＣ／ＡＣ
インバータ２０により、外部から提供される直流電圧を
所定レベルの交流電圧に変換して並列接続されたランプ
Ｌ１～Ｌ４に供給する。管電流検知部３１～３４はラン
プの管電流をチェックし、ランプの管電流が予め設定さ
れた臨界値を超過する場合に、バイパス部４１をターン
オンしてランプ電流の一部をバイパスする。その結果、
特定のランプに過度な電流が流れないので、ランプ間の
電流偏差により生じるランプの寿命低下を防止すること
ができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】外部から提供される直流電圧を所定のレベ
ルに変換し出力する直流－直流変換部と、
前記変換された直流電圧を交流電圧に変換しランプに供
給する直流－交流変換部と、
前記ランプを流れる管電流を検出し、検出された管電流
に基づいて前記直流－直流変換部の電圧レベル変換を制
御し、前記検出されたランプの管電流が予め設定された
臨界値を超過する場合に、前記ランプに供給される電流
の一部をバイパスする電源制御部とを含むことを特徴と
するランプ駆動装置。
【請求項２】前記電源制御部は、管電流感知手段とバイ
パス手段とを含み、
管電流感知手段は、前記ランプの電流経路に接続され、
前記ランプに流れる管電流を感知して、該感知信号を前
記直流－直流変換部及び前記バイパス手段に提供し、
前記バイパス手段は、前記感知信号が予め設定された臨
界値を超過する場合に、前記ランプに供給される電流の
一部をバイパスすることを特徴とする請求項１に記載の
ランプ駆動装置。
【請求項３】前記バイパス手段は、前記ランプの接地側
ではない一端と接地間に接続され、前記管電流感知手段
からの感知信号が前記臨界値を超過している場合にター
ンオンして、前記ランプに供給される電流の一部を前記
接地にバイパスさせるスイッチング手段を含むことを特
徴とする請求項２に記載のランプ駆動装置。
【請求項４】前記バイパス手段は、一端が前記管電流感
知手段に接続され、他端が前記スイッチング手段の制御
端子に接続される抵抗をさらに含むことを特徴とする請
求項３に記載のランプ駆動装置。
【請求項５】前記バイパス手段は、一端が前記抵抗の他
端に接続され、他端がグランド接続された別の抵抗をさ
らに含むことを特徴とする請求項４に記載のランプ駆動
装置。
【請求項６】前記スイッチング手段は、前記ランプの前
記一端と前記接地間に導電経路を有し、前記管電流感知
手段からの感知信号に応答してターンオン／オフされる
トランジスタであることを特徴とする請求項４に記載の
ランプ駆動装置。
【請求項７】前記バイパス手段は、前記ランプの前記一
端と前記接地間に接続され、前記スイッチング手段の前
記導電経路と直列接続された抵抗をさらに含むことを特
徴とする請求項６に記載のランプ駆動装置。
【請求項８】複数のゲートラインと、前記ゲートライン
に直交する複数のデータラインと、前記ゲートラインと
データラインに各々接続されたスイッチング素子と、前
記スイッチング素子に接続された液晶素子を備えて所定
の画像をディスプレイする液晶表示パネルを有する液晶
表示装置において、
前記液晶パネルに所定の光を提供する複数のランプと、
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外部から提供される電源を変換し、前記各々のランプに
電源電圧を供給するランプ駆動部であって、請求項１～
７いずれかに記載のランプ駆動部とを含むことを特徴と
する液晶表示装置。
【請求項９】前記複数のランプは、前記液晶パネルの下
部に設けられることを特徴とする請求項８に記載の液晶
表示装置。
【請求項１０】前記複数のランプは、前記液晶パネルの
側部に設けられることを特徴とする請求項８に記載の液
晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明はランプ駆動装置及び
該ランプ駆動装置を具備した液晶表示装置に関するもの
であり、より詳細には、ランプ間の電流偏差により発生
されるランプの寿命低下を防止するためのランプ駆動装
置及び液晶表示装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】一般的に、液晶表示装置（ＬＣＤ）は自
己発光をしないために、ＬＣＤパネルを透過した外部光
を反射させ、情報を表示し、またはＬＣＤパネルの背面
に別途の光源、すなわちバックライトアセンブリを設け
て情報を表示する。
【０００３】バックライトアセンブリは光を発散させる
ランプユニット、ランプユニットから発散された光をＬ
ＣＤパネル側に案内する導光板または拡散板、導光板か
ら伝達された光の輝度を上昇させる光学シートからな
る。
【０００４】これらの部材のうちのランプユニットは、
液晶表示装置の光源に使用されるランプと、ランプから
発散された光を導光板または拡散板側に反射させ、光の
効率を上昇させる反射板と、ランプと電気的に接続され
ランプに電源を印加するインバータにより構成される。
【０００５】最近、液晶表示装置はラップトップ型コン
ピュータの表示だけでなく、デスクトップ型モニタおよ
びテレビなどのように、その使用範囲が急速に拡大さ
れ、液晶表示装置のサイズも段々大型化されつつある状
態で、液晶表示装置の輝度が重要な問題となっている。
特に、液晶パネルのサイズが増加することに連れて多く
のランプを駆動することになり、これによりランプの並
列駆動の必要性が増加している傾向にある。
【０００６】このような、大型液晶表示装置では、拡散
板の下部面に複数個のランプを設けて、光を照射する直
下方式が適用されている。
【０００７】また、導光板の側面にランプユニットを設
けるエッジ方式の場合には、導光板の幅方向側面に少な
くとも２個以上のランプを導光板に対して垂直または水
平方向へ設けて、大型液晶表示装置の輝度の改善に対処
している。
【０００８】しかし、導光板の幅方向側面に設けられた
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少なくとも２個以上のランプは、インバータに内蔵され
た一つのトランスフォーマと並列に接続されるために、
電源電圧を供給すると、初期にはランプ各々に電流が均
一に印加されるが、各ランプの特性とランプに流れる電
流の和のみを制御する回路のために、電流不均一現象が
発生する。
【０００９】このように、各ランプに電流が不均一に印
加される場合、電流が多く流れる側のランプの寿命は急
激に低下される。これにより、並列駆動中、電流が相対
的に多く流れる側のランプの寿命が尽きて消灯されると
いう問題点がある。
【００１０】これは、輝度増加のために各々のランプ電
流をランプの最大許容電流より若干低いレベルにセッテ
ィングして駆動させることが通常であるために、一方の
ランプに電流がより多く流れて前記許容電流を超過する
と、急激な寿命低下が発生されるためである。
【００１１】また、前記最大許容電流を超過しない場合
でも、相対的に多くの電流が流れるランプが、相対的に
小さい電流が流れるランプより速く劣化してしまうこと
により、徐々に多くの電流が流れることになるため、寿
命低下が生じる。
【００１２】また、導光板の幅方向の一側面と他側面に
３個ずつのランプを設ける場合には、導電性を有するラ
ンプ反射板とそれぞれのランプとの間の距離が相異し、
ランプ間で漏洩電流が異なり、これによりさらに急速な
電流偏差が発生される。
【００１３】
【発明が解決しようとする課題】本発明の目的は、液晶
表示装置等において、並列接続された複数のランプの管
電流（ランプ電流）の偏差により発生されるランプの寿
命低下を防止するためのランプ駆動装置を提供すること
にある。
【００１４】また、本発明の他の目的は、ランプの寿命
低下を防止したランプ駆動装置を有する液晶表示装置を
提供することにある。
【００１５】
【課題を解決するための手段】上述した目的を達成する
ための本発明によるランプ駆動装置は、外部から提供さ
れる直流電圧を所定のレベルに変換し出力する直流－直
流変換部と、前記変換された直流電圧を交流電圧に変換
しランプに供給する直流－交流変換部と、前記ランプを
流れる管電流を検出し、検出された管電流に基づいて前
記直流－直流変換部の電圧レベル変換を制御し、前記検
出されたランプの管電流が予め設定された臨界値を超過
する場合に、前記ランプに供給される電流の一部をバイ
パスする電源制御部とを含むことを特徴としている。
【００１６】上記した本発明に係るランプ駆動装置の好
適な実施形態においては、前記電源制御部は、管電流感
知手段とバイパス手段とを含み、管電流感知手段は、前
記ランプの電流経路に接続され、前記ランプに流れる管
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電流を感知して、該感知信号を前記直流－直流変換部及
び前記バイパス手段に提供し、前記バイパス手段は、前
記感知信号が予め設定された臨界値を超過する場合に、
前記ランプに供給される電流の一部をバイパスするよう
構成されている。
【００１７】前記バイパス手段は、前記ランプの接地側
ではない一端と接地間に接続され、前記管電流感知手段
からの感知信号が前記臨界値を超過している場合にター
ンオンして、前記ランプに供給される電流の一部を前記
接地にバイパスさせるスイッチング手段を含むことが好
ましい。この場合、前記バイパス手段はさらに、一端が
前記管電流感知手段に接続され、他端が前記スイッチン
グ手段の制御端子に接続される抵抗を含み、また、一端
が前記抵抗の他端に接続され、他端がグランド接続され
た別の抵抗を含むことが好適である。
【００１８】また、前記スイッチング手段は、前記ラン
プの前記一端と前記接地間に導電経路を有し、前記管電
流感知手段からの感知信号に応答してターンオン／オフ
されるトランジスタであり、さらに、前記バイパス手段
はさらに、前記ランプの前記一端と前記接地間に接続さ
れ、前記スイッチング手段の前記導電経路と直列接続さ
れた抵抗を含むことが好ましい。
【００１９】本発明はまた、複数のゲートラインと、前
記ゲートラインに直交する複数のデータラインと、前記
ゲートラインとデータラインに各々接続されたスイッチ
ング素子と、前記スイッチング素子に接続された液晶素
子を備えて所定の画像をディスプレイする液晶表示パネ
ルを有する液晶表示装置であって、前記液晶パネルに所
定の光を提供する複数のランプと、外部から提供される
電源を変換し、前記各々のランプに電源電圧を供給する
ランプ駆動部であって、上記した構成を有するランプ駆
動部とを含むことを特徴とする液晶表示装置を提供す
る。
【００２０】上記した本発明に係る液晶表示装置におい
て、前記複数のランプは、前記液晶パネルの下部に設け
られるか、又は、前記液晶パネルの側部に設けられるこ
とが好ましい。
【００２１】このような本発明に係るランプ駆動装置及
び該装置を有する液晶表示装置によれば、ランプ間電流
偏差が発生して特定ランプに過度な電流が流れる場合
に、当該ランプに流れる電流の一部をグラウンド側にバ
イパスすることにより、ランプ間の電流偏差により発生
されるランプの寿命低下を防止することができる。
【００２２】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の望
ましい実施形態を詳細に説明する。図１は、本発明によ
る液晶表示装置のランプ駆動装置を説明するための図で
ある。図１に示すように、本発明による液晶表示装置用
のランプ駆動装置は、ＤＣ／ＤＣコンバータ１０、ＤＣ
／ＡＣインバータ２０、複数の管電流感知部３１、３
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２、３３、３４、および複数のバイパス部４１、４２、
４３、４４を含み、複数のランプＬ１、Ｌ２、Ｌ３、Ｌ
４に所定の電流を各々供給する。ここで、前記した管電
流感知部とこれに接続されたバイパス部は、各々ランプ
に流れる管電流が所定の臨界値を超過する場合に、ラン
プに供給される電流の一部を消尽（バイパス）する電源
消尽部として動作をする。
【００２３】ＤＣ／ＤＣコンバータ１０は外部から提供
される直流電圧を昇圧してＤＣ／ＡＣインバータ２０に
出力し、ＤＣ／ＡＣインバータ２０は昇圧された直流電
圧を交流電圧に変換して複数のランプに各々供給する。
【００２４】複数のランプＬ１～Ｌ４は、一端が各々キ
ャパシタＣ１～Ｃ４に接続され、対応するキャパシタＣ
１～Ｃ４を経てＤＣ／ＡＣインバータ２０から提供され
る昇圧された直流電圧の印加により、発光動作する。こ
こで、ランプは一般的に冷陰極ランプＣＣＦＬを用いる
が、このような冷陰極ランプは熱陰極ランプに比べて、
陰極の熱損傷が小さいために寿命が長く、電極を小さく
することができると同時に、電極の発熱が少ないため
に、バルブ直径を細くすることができるという利点があ
る。このように、バルブ直径を細くすることができるた
めに、直下型方式を有する液晶表示装置に広く用いるこ
とができる。
【００２５】複数の管電流感知部３１、３２、３３、３
４は、それぞれのランプの他端に接続され、ランプを通
じて流れる管電流を感知し、感知された管電流に比例す
る電圧を、接続対応するバイパス部４１、４２、４３、
４４に提供し、かつ、ＤＣ／ＤＣコンバータ１０にフィ
ードバックする。
【００２６】管電流感知部３１は一端がランプの他端に
接続され、他端が接地された抵抗Ｒと、カソードがラン
プの他端に接続され、アノードが接地された第１ダイオ
ードＤ１と、カソードがＤＣ／ＤＣコンバータ１０に接
続され、アノードがランプの他端に接続された第２ダイ
オードＤ２からなる。他の管電流感知部３２～３４も同
様に構成されている。
【００２７】このような構成を有する管電流検知部３１
は、動作時に、ランプの他端を通じて出力される管電流
が抵抗Ｒに流れることによって生じる降下電圧を感知信
号としてＤＣ／ＤＣコンバータ１０に提供する。これに
基づき、ＤＣ／ＤＣコンバータ１０は、出力電圧の昇圧
程度を調整する。万一、管電流が所定の臨界値を越えた
場合、すなわち、抵抗Ｒの両端の電圧が所定の臨界値を
越えた場合には、バイパス部４１がターンオンされる。
すなわち、ＤＣ／ＤＣコンバータ１０では、管電流感知
部３１から提供される感知信号に基づいて、現在出力さ
れる出力電圧のレベルを調整して、ＤＣ／ＡＣインバー
タ２０とキャパシタＣ１を経てランプＬ１に提供する。
【００２８】複数のバイパス部４１、４２、４３、４４
は、接続された管電流感知部３１、３２、３３、３４か
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ら提供される感知信号に基づいてオン／オフされ、各ラ
ンプに印加される電流の一部をグラウドにバイパスす
る。
【００２９】バイパス部４１は、一端がランプの一方の
入力端に接続された第１抵抗Ｒ１と、一端が管電流感知
部３１に接続された第２抵抗Ｒ２と、一端が第２抵抗Ｒ
２に接続され他端が接地された第３抵抗Ｒ３と、ベース
端が第２抵抗Ｒ２の他端に接続され、エミッタ端が接地
され、コレクタ端が第１抵抗Ｒ１の他端に接続されたト
ランジスタＱ１からなる。第２抵抗Ｒ２を通じて管電流
感知部３１からの感知信号のレベルが所定の臨界値を超
過した場合にトランジスタＱ１はターンオンされ、ラン
プに供給される電流の一部を第１抵抗Ｒ１を経てグラウ
ンドにバイパスする。図示の実施形態においては、感知
信号がトランジスタＱ１のスレッショルド電圧に達した
ときに、トランジスタＱ１はターンオンし、したがっ
て、上記した所定の臨界値は、トランジスタＱ１のスレ
ッショルド電圧に等しい。
【００３０】すなわち、バイパス部４１に備えられるト
ランジスタＱ１がターンオフ状態を維持すると、ランプ
Ｌ１にのみ電流が供給されるが、ランプに過電流が流れ
たことが感知されると、トランジスタＱ１がターンオン
状態となり、ランプＬ１に供給される電流の一部を第１
抵抗Ｒ１がグラウンド側にバイパスする。もちろん、こ
の時、バイパスする電流の大きさは、第１抵抗Ｒ１の抵
抗値に依存する。バイパス部４２～４４もバイパス部４
１と同様に構成され、かつ同様に動作する。
【００３１】なお、バイパス部を備えていない場合、ラ
ンプに低レベルの電流が流れる場合には、現在出力され
る出力電圧のレベルを昇圧して出力し、ランプに高レベ
ルの電流が流れる場合には、現在出力される出力電圧の
レベルを減圧して出力するので、特定のランプに流れる
管電流のみで他のランプに供給される電源レベルまで調
整されてしまう短所がある。しかし、本発明において
は、ランプごとにランプに供給される電流の一部をグラ
ウンドにバイパスする手段を具備していることにより、
特定のランプに印加される過電流を該ランプの入力端で
遮断することができる。したがって、特定のランプに一
時的に過電流が流れたとしても、それが直ちに電源電圧
レベルの調整に影響を与えることがない。また、ランプ
の寿命低下を防止することができる。
【００３２】上記の実施形態では、４個のランプを並列
接続する構造を一つの実施形態として説明したが、４個
以下または４個以上の複数のランプを並列接続すること
もできる。８個のランプを並列接続接続することが望ま
しい。
【００３３】また、上記の実施形態では、一つのＤＣ／
ＤＣコンバータ１０と一つのＤＣ／ＡＣインバータ２０
を用いて複数のランプを一つのユニットとして駆動する
一例を説明したが、複数のランプを複数のグループに分
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7
けてグループ毎に並列接続し、グループ毎に個別のＤＣ
／ＤＣコンバータ１０とＤＣ／ＡＣインバータ２０を用
いる構造でも、本発明を同様に適用することができる。
【００３４】さらに、上記の実施形態では、液晶表示パ
ネルの背面に配置される拡散板の下部面に複数個のラン
プを液晶表示装置の長さ方向に沿って設ける直下方式を
用いたバックライト用インバータに関して説明したが、
導光板の側面にランプを設けるエッジ方式を用いたバッ
クライト用インバータでも、本発明を同様に適用するこ
とができる。
【００３５】図２は、本発明の一実施形態による液晶表
示装置を説明するための図であり、この例においては、
外蔵型直流（ＡＣ／ＤＣ）電源装置を用いている。図２
に示すように、本発明の一実施形態による液晶表示装置
はＡＣ／ＤＣ電源装置１００、ＬＣＤモジュール部２０
０を含む。
【００３６】ＡＣ／ＤＣ電源装置１００は、コンセント
１１０、ＡＣ／ＤＣ整流部１２０、ＤＣ／ＤＣコンバー
タ１３０からなり、外部の交流電源電圧を直流電源電圧
に変換してＬＣＤモジュール部２００に出力する。
【００３７】より詳細には、ＡＣ／ＤＣ整流部１２０
は、力率補正（ＰＦＣ）機能を備えてコンセントを経て
提供される１００乃至２４０ボルト範囲にある汎用交流
電圧を高圧の直流電圧に変換し、変換された直流電圧を
ＤＣ／ＤＣコンバータ１３０に提供する。前記したＡＣ
／ＤＣ整流部１２０はダイオード整流器（ＤｉｏｄｅＲ
ｅｃｔｉｆｉｅｒ）やアクティブＰＷＭ整流器（Ａｃｔ
ｉｖｅ  ＰＷＭ  Ｒｅｃｔｉｆｉｅｒ）などにより、具
現可能である。ＤＣ／ＤＣコンバーター１３０は、ＡＣ
／ＤＣ整流部１２０から提供される直流電圧のレベルを
昇圧または減圧してＬＣＤモジュール部２００に提供す
るが、このとき昇圧または減圧のレベルはランプに流れ
る管電流に依存する。
【００３８】ＬＣＤモジュール部２００は、ＤＣ／ＤＣ
コンバータ２１０、共通電極電圧発生部（Ｖｃｏｍ発生
部）２２０、γ電圧発生部２３０、ＬＣＤパネル部２４
０、ＤＣ／ＡＣインバータ２５０、複数のランプＬ１、
Ｌ２、・・・、ＬＮ、前記ランプに各々接続される管電
流感知部３１、３２、．．．、３Ｎ、及びバイパス部４
１、４２、．．．、４Ｎからなり、ＡＣ／ＤＣ電源装置
１００から直流電圧の提供を受け、外部のグラフィック
コントローラ（図示せず）から提供される所定の画像を
ディスプレイする。
【００３９】より具体的には、ＤＣ／ＤＣコンバータ２
１０は、ＤＣ／ＤＣコンバータ１３０から提供される直
流電圧を複数のレベルに変換し、共通電極電圧発生部２
２０とγ電圧発生部２３０およびＬＣＤパネル部２４０
に各々提供する。前記したＤＣ／ＤＣコンバータ２１０
はブーストコンバータ（Ｂｏｏｓｔ  ｃｏｎｖｅｒｔｅ
ｒ）、バケットコンバータ（Ｂｕｃｋ  ｃｏｎｖｅｒｔ
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ｅｒ）、ハーフブリッジコンバータ（Ｈａｌｆ－Ｂｒｉ
ｄｇｅ  ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ）、フライバックコンバー
タ（Ｆｌｙｂａｃｋ  ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ）、フルブリ
ッジコンバータ（Ｆｕｌｌ－Ｂｒｉｄｇｅ  ｃｏｎｖｅ
ｒｔｅｒ）、プッシュプルコンバータ（ｐｕｓｈ－ｐｕ
ｌｌ  ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ）、そしてフォワードコンバ
ータ（Ｆｏｒｗａｒｄ  ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ）などによ
り、具現可能である。
【００４０】共通電極電圧発生部２２０はＤＣ／ＤＣコ
ンバータ２１０からのレベル変換された直流に基づいて
共通電極電圧（Ｖｃｏｍ）を発生してＬＣＤパネル部２
４０に提供する。
【００４１】γ電圧発生部２３０はＤＣ／ＤＣコンバー
タ２１０からのレベル変換された直流電圧に基づいてγ
電圧（Ｖ

DD
）を発生してＬＣＤパネル部２４０に提供す

る。図面上では、前記した共通電極電圧発生部２２０と
前記したγ電圧発生部２３０がＬＣＤパネル部２４０か
ら分離されている例を示したが、これらをＬＣＤパネル
部２４０に含ませて構成することもできる。
【００４２】ＬＣＤパネル部２４０は一般的にデータド
ライバ部と、ゲートドライバ部と、ＬＣＤパネルからな
り、外部のグラフィックコントローラ（図示せず）とタ
イミングコントローラ（図示せず）を経て入力される所
定の画像をディスプレイする。これに関する詳細説明
は、既知であるので、省略する。
【００４３】前述したように、ＡＣ／ＤＣ電源装置１０
０をＬＣＤモジュール部２００とは別個に具現した液晶
表示装置において、複数のランプに供給される管電流を
チェックして、それらの電流値が臨界値を超過すると、
ＡＣ／ＤＣ電源装置１００が出力電圧レベルの調節を行
うと同時に、ランプに供給される電流の一部をグランド
にバイパス処理することにより、ランプの寿命低下を防
止することができる。ＡＣ／ＤＣ電源装置１００をＬＣ
Ｄモジュール部２００に内蔵させてもよい。
【００４４】図３は、本発明の他の実施形態による液晶
表示装置を説明するための図であり、この例において
は、内蔵型直流（ＡＣ／ＤＣ）電源装置を用いる液晶表
示装置を示す。図３に示すように、本発明の他の実施形
態による液晶表示装置は、ＡＣ入力部３００とＬＣＤモ
ジュール部４００を含む。
【００４５】ＡＣ入力部３００は、１００乃至２４０ボ
ルトの汎用交流電圧をＬＣＤモジュール部４００に直接
提供する。通常、所定のプラグをコンセントなどにプラ
グ－インすることにより、ＬＣＤモジュール部４００に
汎用交流電圧を出力することができる。
【００４６】ＬＣＤモジュール部４００は、ＡＣ／ＤＣ
整流部４１０、ＤＣ／ＤＣコンバータ４２０、共通電極
電圧発生部（Ｖｃｏｍ発生部）４３０、γ電圧発生部４
４０、ＬＣＤパネル部４５０、ＤＣ／ＡＣインバータ４
６０、複数のランプＬ１、Ｌ２、・・・、ＬＮ、前記ラ
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9
ンプに各々接続される管電流感知部３１、３
２、．．．、３Ｎ、及び、バイパス部４１、４
２、．．．、４Ｎからなり、ＡＣ入力部３００から汎用
交流電圧の提供を受け、外部のグラフィックコントロー
ラ（図示せず）から提供される所定の画像をディスプレ
イする。
【００４７】より詳細には、ＡＣ／ＤＣ整流部４１０
は、力率補正（ＰＦＣ）機能を備えて１００乃至２４０
ボルト範囲にある汎用交流電圧を高圧の直流電圧に変換
し、変換された直流電圧をＤＣ／ＤＣコンバータ４２０
に提供する。前記したＡＣ／ＤＣ整流部４１０は、ダイ
オード整流器（Ｄｉｏｄｅ  Ｒｅｃｔｉｆｉｅｒ）やア
クティブＰＷＭ整流器（Ａｃｔｉｖｅ  ＰＷＭ  Ｒｅｃ
ｔｉｆｉｅｒ）などにより具現可能である。
【００４８】ＤＣ／ＤＣコンバータ４２０は、ＡＣ／Ｄ
Ｃ整流部４１０から提供される高電圧の直流電圧を複数
のレベルに変換し、共通電極電圧発生部４３０、γ電圧
発生部４４０及びＬＣＤパネル部４５０に各々提供す
る。前記したＤＣ／ＤＣコンバータ４２０はブーストコ
ンバータ（Ｂｏｏｓｔ  ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ）、バケッ
トコンバータ（Ｂｕｃｋ  ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ）、ハー
フブリッジコンバータ（Ｈａｌｆ－Ｂｒｉｄｇｅ  ｃｏ
ｎｖｅｒｔｅｒ）、フライバックコンバータ（Ｆｌｙｂ
ａｃｋ  ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ）、フルブリッジコンバー
タ（Ｆｕｌｌ－Ｂｒｉｄｇｅ  ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ）、
プッシュプルコンバータ（ｐｕｓｈ－ｐｕｌｌ  ｃｏｎ
ｖｅｒｔｅｒ）、そしてフォワードコンバータ（Ｆｏｒ
ｗａｒｄｃｏｎｖｅｒｔｅｒ）などにより具現可能であ
る。
【００４９】共通電極電圧発生部４３０は、ＤＣ／ＤＣ
コンバータ４２０から供給されるレベル変換された直流
電圧に基づいて共通電極電圧（Ｖｃｏｍ）を発生して、
ＬＣＤパネル部４５０に提供する。γ電圧発生部４４０
は、ＤＣ／ＤＣコンバータ４２０から供給されるレベル
変換された直流電圧に基づいてγ電圧（Ｖ

DD
）を発生し

てＬＣＤパネル部４５０に提供する。図面上では、前記
した共通電極電圧発生部４３０と前記したγ電圧発生部
４４０がＬＣＤパネル部４５０から分離している例を示
したが、ＬＣＤパネル部４５０に含ませて構成すること
もできる。
【００５０】ＬＣＤパネル部４５０は、一般に、データ
ドライバ部と、ゲートドライバ部と、ＬＣＤパネルから
なり、外部のグラフィックコントローラ（図示せず）と
タイミングコントローラ（図示せず）を経て入力される
所定の画像をディスプレイする。これに関する詳細説明
は省略する。
【００５１】ＤＣ／ＡＣインバータ４６０は、ＡＣ／Ｄ
Ｃ整流部４１０及びＤＣ／ＤＣコンバータ４２０により
生成された高電圧、例えば、５００乃至６００ボルトの
高電圧の直流電圧をバックライトランプに合う交流電圧
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に変換し出力する。なお、ＡＣ／ＤＣ整流部４１０の出
力を直接、ＤＣ／ＡＣインバータ４６０に供給してもよ
い。前記したＤＣ／ＡＣインバータ４６０は、既存の５
から１２ボルト内外の低電圧で駆動されるインバータで
はなく、高電圧、例えば、５００から６００ボルト程度
に発生された高電圧をＡＣ電圧に変換するインバータ類
により具現可能である。例えば、ロイヤインバータ（Ｒ
ｏｙｅｒ  Ｉｎｖｅｒｔｅｒ）、プッシュプルインバー
タ（ｐｕｓｈ－ｐｕｌｌ  Ｉｎｖｅｒｔｅｒ）、ハーフ
ブリッジインバータ（Ｈａｌｆ－Ｂｒｉｄｇｅ  Ｉｎｎ
ｖｅｒｔｅｒ）、フルブリッジインバータ（Ｆｕｌｌ－
Ｂｒｉｄｇｅ  Ｉｎｖｅｒｔｅｒ）などを採用可能であ
る。
【００５２】このように、高電圧の直流電圧を交流電圧
に変換するＤＣ／ＡＣインバータ４６０をＬＣＤモジュ
ール部４５０に直接用いる場合には、従来のターン数が
多いトランスフォーマを用いたＬＣＤモニタと比較し
て、ターン数が小さく、より効率的なトランスフォーマ
に置換することができる。さらに、前記したトランスフ
ォーマを除去したＤＣ／ＡＣインバータを用いることも
できる。このように、トランスフォーマを除去したＤＣ
／ＡＣインバータの採用によりＬＣＤモニタの単価を減
少させることができる。
【００５３】複数のランプＬ１～ＬＮは一般的にＬＣＤ
パネルのエッジ端や底面部などに配置され、ＤＣ／ＡＣ
インバータ４６０から提供される交流電圧により、一定
レベルの光をＬＣＤパネルに照射する。
【００５４】これら複数のランプの一端に各々接続され
る管電流感知部３１、３２、．．．、３Ｎは、ランプに
流れる管電流を感知し、該電流値が所定の臨界値を超過
する場合には、ＤＣ／ＤＣコンバータ４２０が出力電圧
を調整すると同時に、ランプに供給される交流電流のレ
ベルを低減するように、バイパス部４１、４
２、．．．、４Ｎを起動させる。
【００５５】以上で説明したように、電源装置をＬＣＤ
モジュールに内蔵させることにより、製造原価を節減す
ることができる。特に、デスクトップ型ＬＣＤモニタを
具現するとき、ノートブック用ＬＣＤモニタの電源体系
をそのままに採用する電源変換段階より電圧変換段階を
減少させることができるので、電源部の効率を増大させ
ることができる。また、高電圧をＤＣ／ＡＣインバータ
４６０に直接供給することにより、ターン数が多いトラ
ンスフォーマを、より効率的でターン数が小さいトラン
スフォーマに代替することができる。
【００５６】以上、本発明の実施形態によって詳細に説
明したが、本発明はこれに限定されず、本発明が属する
技術分野において通常の知識を有するものであれば本発
明の思想と精神を離れることなく、本発明を修正または
変更できるであろう。
【００５７】
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【発明の効果】上述した本発明によると、複数のランプ
を並列駆動する際に、各々のランプに流れる管電流をチ
ェックし、特定ランプに一定臨界値を超える電流が供給
される場合に、ランプに供給される電流をグラウンド側
にバイパスまたはプルダウン処理することにより、ラン
プに供給される電流の量を減少させることができるの
で、ランプの寿命低下を防止することができる。
【００５８】また、ノートブック型モニタのように外蔵
型直流電源装置を用いる液晶表示装置でも、本発明によ
るランプ駆動装置を容易に適用することができ、前記し
た直流電源装置をデスクトップ型モニタに内蔵させた液
晶表示装置でも、本発明によるランプ駆動装置を容易に
適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による液晶表示装置用のランプ駆動装置
を説明するための図である。
【図２】本発明の一実施形態による液晶表示装置を説明
するための図である。
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【図３】本発明の他の実施形態による液晶表示装置を説
明するための図である。
【符号の説明】
１０    ＤＣ／ＤＣコンバータ
２０    ＤＣ／ＡＣインバータ
３１～３４    管電流感知部
４１～４４    バイパス部
１００    ＡＣ／ＤＣ電源装置
３００    ＡＣ入力部
１１０    コンセント
１２０、４１０    ＡＣ／ＤＣ整流部（ＡＣ／ＤＣダイ
オード整流器）
１３０、２１０、４２０    ＤＣ／ＤＣコンバータ
２００、４００    ＬＣＤモジュール部
２２０、４３０    共通電極電圧発生部
２３０、４４０    γ電圧発生部
２４０、４５０    ＬＣＤパネル部
２５０、４６０    ＤＣ／ＡＣインバータ

【図１】



(8) 特開２００３－２２９２９０

【図２】

【図３】
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